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大
津
市
は
、
巨
大
地
震
で
大
規
模
な
地
滑
り
災
害
を
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
大
規
模
盛

土
造
成
地
に
つ
い
て
、
改
正
宅
地
造
成
等
規
制
法
に
基
づ
き
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
市
内
73
地
区
１
１
３
箇
所
、
３
４
６
ブ
ロ
ッ
ク
を
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
し

て
特
定
、
３
月
に
特
定
地
を
地
図
に
示
し
た
マ
ッ
プ
を
公
表
す
る
。
こ
の
う
ち
、
日
吉

台
住
宅
地
で
は
、
10
数
ブ
ロ
ッ
ク
が
大
規
模
盛
土
造
成
地
と
し
て
特
定
さ
れ
、
公
表
予

定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
住
民
に
波
紋
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
、
平
成
16
年
の
新
潟

県
中
越
地
震
で
大
規
模
に
谷

を
埋
め
た
盛
土
造
成
地
で
、

地
滑
り
被
害
が
多
発
。
こ
の

た
め
国
は
、
平
成
18
年
に
宅

地
造
成
等
規
制
法
を
改
正
、

大
規
模
造
成
宅
地
の
巨
大
地

震
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
市

は
、
大
規
模
盛
土
造
成
地
の

現
状
把
握
調
査
で
対
策
を
ス

タ
ー
ト
。
市
内
全
域
で
、
旧

地
形
と
現
地
形
デ
ー
タ
を
収

集
、
デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
、

盛
土
造
成
地
の
位
置
と
規
模

を
把
握
、
簡
易
土
質
調
査
や
、

現
地
調
査
を
行
い
、
大
規
模

盛
土
造
成
地
を
特
定
し
た
。

大
規
模
盛
土
造
成
地
と
は
、

盛
土
面
積
が
３
，
０
０
０
平

方
㍍
以
上
で
地
下
水
位
が
盛

土
前
の
地
盤
面
以
上
に
あ
る

谷
埋
め
型
大
規
模
盛
土
造
成

地
と
、
盛
土
前
の
地
盤
面
の

勾
配
が
、
20
度
以
上
あ
り
、

盛
土
高
さ
が
５
㍍
以
上
の
腹

付
け
型
大
規
模
盛
土
造
成
地

の
２
種
を
い
う
。
特
定
地
を

記
し
た
マ
ッ
プ
公
表
に
つ
い

て
は
、
地
価
に
も
影
響
し
、

個
人
の
財
産
に
関
す
る
情
報

で
も
あ
り
、
特
定
さ
れ
る
と

危
険
住
宅
地
と
し
て
扱
わ
れ

る
恐
れ
が
強
く
、
全
国
各
地

で
慎
重
に
取
り
扱
う
自
治
体

が
多
い
。
市
で
も
こ
の
点
を

検
討
の
結
果
、
公
表
し
な
い

リ
ス
ク
よ
り
も
公
表
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と

判
断
、
３
月
公
表
に
踏
み
切
っ

た
。マ

ッ
プ
は
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
と
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
配
布
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
予
定
。
公
表
に

つ
い
て
市
開
発
調
整
課
は

「
特
定
は
、
過
去
の
地
図
と

現
在
の
地
図
を
重
ね
合
わ
せ

て
作
成
、
位
置
と
規
模
を
把

握
し
た
も
の
。
土
質
調
査
も

安
定
度
を
出
し
た
も
の
で
は

な
い
の
で
、
マ
ッ
プ
で
公
表

さ
れ
た
地
区
だ
と
し
て
も
た

だ
ち
に
危
険
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
風
評
に
ま
ど
わ
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」

と
強
調
し
て
い
る
。

今
後
市
は
、
特
定
地
の
土

質
調
査
、
地
下
水
観
測
、
安

定
解
析
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

詳
細
調
査
を
行
い
判
断
す
る

が
、
地
滑
り
の
恐
れ
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
造
成

宅
地
防
災
区
域
指
定
と
進
む
。

指
定
さ
れ
る
と
、
土
地
所
有

者
に
宅
地
の
保
全
義
務
が
生

じ
、
災
害
防
止
の
た
め
市
は
、

勧
告
、
命
令
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
対
策
工
事
に
は
、
今

の
制
度
で
２
分
の
１
の
住
民

負
担
が
求
め
ら
れ
、
良
好
な

住
宅
地
と
し
て
購
入
、
住
み

着
い
た
住
民
に
と
っ
て
、
寝

耳
に
水
の
負
担
義
務
。
市
は

「
指
定
に
は
、
住
民
と
の
合

意
形
成
が
必
要
。
住
民
負
担

の
問
題
な
ど
を
考
え
る
と
詳

細
調
査
に
踏
み
込
む
の
は
困

難
な
状
況
」
と
話
し
、
マ
ッ

プ
公
表
後
の
対
策
事
業
の
進

行
に
つ
い
て
は
宙
ぶ
ら
り
ん

の
状
態
に
陥
る
恐
れ
も
。
ハ
ー

ド
ル
の
高
さ
を
認
め
て
い
る
。

平
成
27
年
度
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体
文
部
科
学
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
日
吉
台
学

区
体
育
振
興
会
（
清
水
精
一

会
長
）
の
受
賞
記
念
祝
賀
会

が
１
月
末
、
大
津
市
雄
琴
の

琵
琶
湖
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。

祝
賀
会
は
、
学
区
自
治
連

合
会
と
学
区
体
育
振
興
会
の

主
催
。
会
場
に
は
、
越
直
美
・

大
津
市
長
ほ
か
周
辺
の
自
治

連
合
会
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

団
体
関
係
者
ら
来
賓
は
じ
め
、

日
吉
台
学
区
の
各
種
団
体
代

表
ら
約
60
人
が
出
席
。
参
加

者
全
員
で
大
津
市
民
憲
章
を

唱
和
し
祝
賀
会
が
は
じ
ま
っ

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
濱
崎

博
・
学
区
自
治
連
会
長
が

「
昭
和
60
年
、
学
区
体
育
振

興
会
と
、
学
区
自
治
連
が
同

時
に
発
足
し
た
。
昨
年
30
周

年
を
迎
え
た
が
、
体
育
振
興

会
は
、
発
足
当
時
に
い
た
人

が
今
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
活

躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

体
育
活
動
を
通
じ
、
学
区
住

民
の
健
康
づ
く
り
に
コ
ツ
コ

ツ
と
努
力
し
た
結
果
が
受
賞

に
つ
な
が
っ
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

続
い
て
清
水
・
学
区
体
育

振
興
会
長
が
、
振
興
会
の
あ

ゆ
み
を
紹
介
し
た
あ
と
「
学

区
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

る
が
、
健
康
維
持
、
向
上
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
の
た
め

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

行
事
を
中
心
に
積
極
的
な
活

動
を
進
め
る
」
と
決
意
を
述

日
吉
台
で
10
数
ブ
ロ
ッ
ク
存
在

市
・
直
ち
に
危
険
と
は
い
え
ぬ

べ
た
。

こ
の
あ
と
、
来
賓
の
越
市

長
か
ら
、
「
日
吉
台
の
み
な

さ
ん
の
長
い
間
の
献
身
的
な

取
り
組
み
、
活
動
の
成
果
に

敬
意
を
表
し
た
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、
堀

井
幸
治
・
市
市
民
部
国
体
・

ス
ポ
ー
ツ
推
進
監
の
発
声
で

乾
杯
、
今
後
の
健
闘
を
誓
っ

た
。学

区
体
育
振
興
会
は
、
昭

和
60
年
４
月
設
立
。
こ
の
年

に
学
区
民
大
運
動
会
も
開
始
、

こ
の
大
運
動
会
は
、
日
吉
台

学
区
の
メ
ー
ン
行
事
と
し
て

現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

平
成
元
年
に
は
、
第
24
回
大

津
市
民
体
育
大
会
で
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
平

成
17
年
に
は
、
世
代
を
超
え

て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
３
世

代
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め

た
。
平
成
20
年
、
大
津
市
ス

ポ
ー
ツ
表
彰
受
賞
、
平
成
24

年
に
は
県
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰

「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
」

を
受
賞
し
、
今
回
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
に
つ
な
が
っ
た
。

今
後
の
健
闘
誓
う

大
臣
表
彰
祝
賀
会

体育振興会

日
吉
台
学
区
青
少
年
育
成

学
区
民
会
議
（
角
田
豊
会
長
）

主
催
の
「
第
31
回
少
年
少
女

か
る
た
大
会
」
が
１
月
下
旬
、

市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

大
会
に
は
、
学
区
の
幼
、
保

育
園
児
、
小
学
生
ら
子
ど
も

た
ち
約
60
人
が
参
加
、
新
年

の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
＝
写
真
。

こ
の
大
会
は
、
も
う
31
年

も
続
け
ら
れ
て
い
る
新
年
恒

例
行
事
。
い
ろ
は
か
る
た
、

五
色
か
る
た
、
大
か
る
た
、

将
棋
、
オ
セ
ロ
な
ど
５
種
目

の
競
技
で
腕
と
技
、
頭
を
使

い
、
仲
良
く
友
達
と
競
う
ゲ
ー

ム
。
将
棋
や
オ
セ
ロ
で
は
、

い
っ
ぱ
つ
逆
転
の
場
面
も
あ

り
、
ふ
だ
ん
は
仲
良
し
同
士

の
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
日
は
、

真
剣
勝
負
。

大
が
る
た
で
は
、
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
た
絵
札
を

求
め
て
息
を
切
ら
し
て
走
り

ま
わ
る
小
学
生
ら
の
姿
も
み

ら
れ
た
。

い
つ
大
き
な
事
故
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
危
険

な
交
差
点
。
学
区
自
治
連
、

三
丁
目
東
自
治
会
な
ど
は
、

危
険
交
差
点
に
視
覚
で
危
険

性
を
訴
え
る
「
ソ
リ
ッ
ド
シ
ー

ト
」
の
道
路
標
示
の
設
置
な

ど
の
安
全
対
策
を
求
め
た
要

望
書
を
県
公
安
委
、
市
教
委

な
ど
に
提
出
す
る
。

問
題
の
交
差
点
は
、
日
吉

台
幼
稚
園
そ
ば
、
高
橋
川
と

中
央
通
り
が
交
差
す
る
田
中

米
穀
店
前
交
差
点
。
南
北
を

通
る
中
央
通
り
と
、
高
橋
川

を
挟
む
よ
う
に
２
本
の
東
西

道
路
が
交
差
す
る
、
変
則
交

差
点
。
信
号
機
は
な
く
東
西

の
道
路
に
は
、
一
時
停
止
の

交
通
規
制
が
し
か
れ
て
い
る
。

日
吉
台
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ

り
、
朝
夕
の
通
勤
時
に
は
、

大
津
市
方
面
か
ら
雄
琴
方
面

へ
ぬ
け
る
抜
け
道
に
な
っ
て

お
り
、
通
過
車
両
も
け
っ
こ

う
多
い=

写
真
。

中
央
通
り
は
、
日
吉
台
小

か
ら
は
急
な
下
り
坂
。
交
差

点
で
は
、
通
過
の
さ
い
徐
行

義
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
に
フ

ル
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜
け
る

車
も
多
く
こ
れ
ま
で
何
度
と

な
く
人
身
事
故
が
発
生
し
て

い
る
危
険
な
交
差
点
。
日
吉

台
小
や
日
吉
台
幼
稚
園
の
通

学
路
で
も
あ
り
、
無
謀
な
車

が
多
い
た
め
通
学
す
る
子
供

た
ち
が
、
た
ま
り
か
ね
て
手

製
の
注
意
看
板
を
取
り
付
け

注
意
呼
び
か
け
に
立
ち
上
が
っ

て
い
る
。

安
全
運
転
お
願
い
ね

幼
稚
園
前
の
危
険
交
差
点

会
館
改
革

三
西
自
治
会

日
吉
台
地
区
の
自
治
会
の

ひ
と
つ
、
三
丁
目
西
自
治
会

（
岸
本
善
春
会
長
）
は
、
自

治
会
館
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

26
年
度
で
、
改
革
検
討
が

ス
タ
ー
ト
。
最
初
に
取
り
上

げ
た
の
は
、
自
治
会
館
前
に

あ
る
掲
示
板
改
革
。
貼
り
方

を
押
し
ピ
ン
式
か
ら
マ
グ
ネ
ッ

ト
式
に
変
更
す
る
こ
と
に
し

た
。
押
し
ピ
ン
だ
と
強
風
が

吹
く
と
貼
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

が
は
が
れ
、
そ
れ
と
同
時
に

押
し
ピ
ン
も
路
上
に
散
乱
す

る
こ
と
も
。
岸
本
会
長
ら
は

掲
示
板
を
壁
か
ら
取
り
外
し
、

ば
ら
し
て
ブ
リ
キ
板
を
貼
り

付
け
、
前
面
に
透
明
の
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
を
つ
け
完
成
し
た
。

今
で
は
掲
示
板
は
、
マ
グ

ネ
ッ
ト
で
掲
示
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
雨
が
降
っ
て
も
ぬ

れ
な
く
な
り
快
適
。
同
会
で

は
、
さ
ら
に
第
二
段
、
三
段

の
改
革
を
検
討
し
て
い
る
。
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集
会
所
な
ど
で
、
パ
イ
プ

い
す
の
出
し
入
れ
に
不
便
を

感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
ー
。
こ

ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

や
団
体
の
た
め
に
日
吉
台
２

丁
目
の
２
丁
目
北
集
会
所
利

用
を
考
え
る
会
「
ニ
キ
ー
タ
」

（
伏
木
秀
文
代
表
）
は
、
パ

イ
プ
い
す
の
出
し
入
れ
と
収

納
に
便
利
な
「
パ
イ
プ
い
す

用
ワ
ゴ
ン
」
を
製
作
、
希
望

団
体
の
製
作
依
頼
を
募
っ
て

い
る
＝
写
真
。

ワ
ゴ
ン
は
、
高
さ
約
77
・

５
㌢
、
幅
51
・
３
㌢
の
パ
イ

ン
材
製
。
１
台
に
17
脚
の
パ

イ
プ
い
す
の
積
み
込
み
が
可

能
。
パ
イ
プ
い
す
を
収
め
る

底
部
に
は
、
ピ
ッ
チ
が
切
り

込
ま
れ
移
動
し
て
も
パ
イ
プ

い
す
が
滑
ら
な
い
よ
う
工
夫
、

下
部
の
自
在
車
輪
の
動
き
で

移
動
も
ス
ム
ー
ズ
、
軽
く
運

び
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。ニ

キ
ー
タ
メ
ン
バ
ー
の
辻

井
忠
生
さ
ん
ら
が
考
案
、
辻

井
さ
ん
の
工
房
で
製
作
し
て

い
る
も
の
で
１
台
製
作
す
る

の
に
２
日
間
ぐ
ら
い
か
か
る

と
い
う
。

ニ
キ
ー
タ
で
は
、
地
域
の

活
動
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
依
頼

で
注
文
生
産
に
応
じ
る
。
依

頼
、
問
い
合
わ
せ
は
伏
木
代

表
（
０
９
０
・
２
７
６
２
・

６
５
３
０
）
ま
で
。

団
体
向
け
に
注
文
受
付

ひ
よ
し
だ
い
ど
っ
と
ね
っ
と

親
し
ま
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

日
吉
台
幼
稚
園
は
、
節
分

の
日
の
２
月
３
日
、
園
内
で

「
豆
ま
き
」
を
行
な
っ
た
。

伝
統
文
化
の
良
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
地
域
住
民
協

力
に
よ
る
毎
年
恒
例
行
事
。

日
吉
台
在
住
の
木
村
正
徳
さ

ん
が
鬼
に
扮
し
、
「
ガ
オ
ー
」

と
雄
叫
び
を
あ
げ
る
と
、
園

児
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で

「
鬼
は
外
、
福
は
内
！
」
と

大
き
な
声
で
叫
び
、
豆
を
投

げ
つ
け
て
追
い
払
っ
た
。

豆
ま
き
の
後
、
鬼
役
の
木

村
さ
ん
を
囲
ん
で
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
豆
を
食
べ
る
場

面
も
。
「
嫌
い
な
も
の
は
な

ん
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た

木
村
さ
ん
は
「
炒
り
豆
で
す
」

と
即
答
し
、
周
囲
の
笑
い
を

誘
っ
た
。

続
く
10
日
に
は
発
表
会
が

お
こ
な
わ
れ
、
園
児
た
ち
が

歌
と
演
劇
を
披
露
し
た
。
年

長
組
の
園
児
た
ち
が
創
作
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
演
劇
で
は
、

小
さ
な
海
賊
た
ち
が
迫
真
の

戦
闘
シ
ー
ン
を
演
じ
、
観
客

の
大
人
た
ち
を
驚
か
せ
た
。

総
勢
８
人
と
園
児
数
は
少
な

い
が
、
そ
の
ぶ
ん
一
生
懸
命

に
協
力
し
て
取
り
組
む
子
ど

も
た
ち
の
姿
に
、
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

一
昨
年
４
月
、
開
設
さ
れ

た
日
吉
台
学
区
自
治
連
合
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「h

i
y
o

s
h
i
d
a
i
.
n
e
t

」
。

一
カ
月
あ
た
り
１
，
０
０

０
件
程
度
の
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
、
住
民
か
ら
「
ま
ち
の
動

き
が
よ
く
分
か
る
」
と
好
評

だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

委
員
ら
は
、
「
住
民
と
自
治

連
を
つ
な
ぐ
場
。
工
夫
を
こ

ら
し
て
も
っ
と
親
し
み
や
す

い
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
自
治

連
が
、
活
動
状
況
と
自
治
会

が
持
つ
行
政
情
報
を
住
民
に

ス
ム
ー
ス
に
伝
え
る
の
と
日

吉
台
を
よ
そ
の
人
に
も
知
っ

て
も
ら
う
の
を
目
的
に
開
設
。

西
治
彦
・
学
区
自
治
連
事
務

局
長
を
運
営
委
員
長
に
運
営

委
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

親
し
ま
れ
る
ペ
ー
ジ
づ
く

り
で
は
、
学
区
自
治
連
の
活

動
内
容
や
規
定
、
文
書
な
ど

を
誰
で
も
、
い
つ
で
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

知
っ
て
い
る
と
便
利
な
情
報

も
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ー
ナ
ー
の
ひ
と
つ

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
日

吉
台
幼
稚
園
の
園
児
の
日
ご

ろ
の
姿
や
幼
稚
園
を
支
え
る

父
母
ら
の
動
き
を
伝
え
る

「
日
吉
台
幼
稚
園
が
ゆ
く
」

な
ど
、
投
稿
者
が
自
由
に
投

稿
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
投
稿
に
は
、
登
録

し
て
い
れ
ば
特
別
な
編
集
ソ

フ
ト
を
必
要
と
し
な
い
の
が
、

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
き

な
特
徴
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
更
新

さ
れ
て
い
な
い
と
見
向
き
も

さ
れ
な
い
悩
み
を
抱
え
る
。

常
に
新
し
く
、
走
り
続
け
る

必
要
が
あ
り
、
運
営
委
は
、

最
低
限
月
１
回
の
学
区
自
治

連
役
員
会
の
開
催
に
合
わ
せ

更
新
、
今
年
創
刊
さ
れ
た

「
日
吉
台
新
聞
」
と
も
連
携
、

イ
ベ
ン
ト
記
事
な
ど
も
掲
載
、

親
し
み
や
す
く
す
る
。

ネ
ッ
ト
で
「
ひ
よ
し
だ
い

ど
っ
と
ね
っ
と
」
と
入
力
す

る
と
一
発
検
索
で
、
学
区
自

治
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
つ
け
る
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、
日
吉

台
新
聞
の
各
号
や
、
団
地
行

き
電
車
バ
ス
時
刻
表
、
防
犯

不
審
者
情
報
な
ど
ス
マ
ホ
な

ど
で
も
直
接
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
工
夫
を
こ
ら
す
。

日
吉
中
の
校
長
職
７
年
。

２
、
３
年
サ
イ
ク
ル
で
異
動

す
る
の
が
通
常
と
い
わ
れ
る

校
長
職
。
異
例
の
長
期
滞
留

と
な
り
、
し
か
も
長
い
教
員

生
活
で
勤
務
し
た
中
学
校
は
、

初
任
の
唐
崎
中
と
日
吉
中
の

２
校
だ
け
。
地
元
の
強
い
働

き
か
け
が
こ
の
長
期
就
任
に

つ
な
が
っ
た
と
の
話
も
伝
わ

る
。日

吉
中
の
生
徒
は
ど
ん
な

子
と
尋
ね
る
と
、
人
な
つ
っ

こ
く
情
が
深
い
子
が
多
い
。

す
ぐ
さ
ま
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
地
域
に
支
え
ら
れ
た
学

校
。
市
立
中
学
校
で
は
な
く

地
域
立
日
吉
中
学
校
と
強
調

す
る
。
行
き
詰
ま
り
や
困
っ

た
時
、
な
ん
ど
と
な
く
地
域

の
人
に
助
け
ら
れ
た
、
と
感

謝
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
。

「
不
登
校
も
や
ん
ち
ゃ
な

子
も
い
る
。
い
っ
ぱ
い
課
題

も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
学

校
の
先
生
で
こ
の
学
校
を
嫌

う
人
は
い
な
い
」

子
供
時
代
、
厳
し
い
女
性

教
諭
の
姿
を
み
て
先
生
へ
。

本
人
は
、
な
ん
と
な
く
と
い

う
が
、
大
学
を
卒
業
時
、
合

格
し
て
い
た
県
警
警
察
官
の

採
用
に
断
り
を
入
れ
選
ん
だ

教
職
の
道
。
子
供
時
代
の
志

望
を
貫
い
た
か
っ
こ
う
だ
。

県
教
委
や
市
教
委
に
い
て

教
育
行
政
職
場
も
経
験
す
る

が
、
や
は
り
現
場
が
お
も
し

ろ
い
と
い
う
。

「
行
政
職
に
い
る
と
、
評

価
で
頑
張
り
が
現
れ
る
け
ど
、

現
場
で
は
子
供
に
跳
ね
返
る
。

意
気
に
感
じ
ま
す
」

ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
飾
り
気

な
い
気
質
。
若
い
こ
ろ
は
、

中
学
生
に
と
っ
て
は
少
し
年

齢
の
離
れ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
。

今
で
も
校
長
室
に
子
供
た
ち

の
姿
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
み
ら

れ
る
。
県
教
委
在
籍
中
に
関

わ
っ
た
児
童
、
生
徒
の
不
登

校
問
題
の
対
応
。
頭
の
な
か

か
ら
離
れ
な
い
。

「
学
校
へ
行
け
な
く
な
っ

て
い
る
子
は
増
え
て
い
る
。

原
因
は
さ
ま
ざ
ま
。
そ
ん
な

子
供
た
ち
の
た
め
、
少
し
年

上
の
若
い
人
た
ち
に
入
っ
て

も
ら
っ
て
助
け
に
な
る
メ
ン

タ
ル
フ
レ
ン
ド
派
遣
事
業
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
や
れ
な
い
か
を
考

え
て
い
る
」

教
員
生
活
の
終
盤
を
見
据

え
、
新
た
な
目
標
を
か
か
げ

て
い
る
。

地域の支えに感謝
日吉中学校校長 細川俊行さん（60）

大津市日吉台2丁目12-10

ほそかわ・としゆき 昭和30年5月生まれ。昭和5
2年３月京都産業大経営学部卒業後、同年4月唐崎
中教諭。58年4月、日吉中教諭、平成16年4月、唐
崎中教頭、などを経て平成21年4月から現職。
剣道3段、趣味は尺八。

鬼に豆をなげつけおお喜びする日吉台幼稚
園の園児たち

掲載希望のニュース、お

知らせなどがありました

ら編集部までお寄せくだ

さい。

連絡先

y-nonoguchi@nifty.com

日吉台新聞編集部


